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1　は　じ　め　に

7カバネ病は牛の流死産及び新生子牛奇形を特徴とする

ウイルス病で吸血昆虫媒介性とされる家畜の重要疾病であ

る。東北地域でも数年から10年周期で被害が見られ流行の

皮に流行地域が北進してきた7）。本病の予防対策として生

ワクチンが開発されているが，近年ウイルスの変異株の出

現が報告され，従来のワクチン接種だけでは予防に対応で

きなくなる可能性もでてきており6），ベクター対策が重要

視されている。アカ′ヾネウイルスのベクターの1つとして

ウシヌカカ（C比gfcoよde80エツSわmα）である可能性が高

いとされているが4），本種が分布しない地域3）でも流行が

見られることより，ウシヌカカ以外のベクターの存在が考

えられる。そこで，我が国の多くの地域において個体数が

多く，動物吸血性の高い2種のヤプカ，ヤマダシマカ

（Aede5月α叩gC餌ざ）とヒトスジシマカ（Aedes

α拍opkus）2）を対象に，体内でのウイルス保持能，吸血

期間を明らかにし，それらのウイルス媒介能を検討すると

共に，媒介試験用ネットケージを試作しその有用性を調べた。

2　試　験　方　法

（1）供試蚊

24℃恒温，16時間明：8時間暗の条件で10代以上累代飼

育したヤマダシマカとヒトスジシマカの成熟雌を剛、た。

実験における飼育もこの環境条件ですべて行った。

（2）アカバネウイルス混合血と吸血法

アカバネウイルス（JaGAr－39）液2mgと予めウイル

ス抗体陰性を確認しておいた綿羊血9mgを混合し，脱脂綿

に含ませ，擬吸血源法昌）を用いて蚊に吸血させた。

実験1蚊休内におけるウイルス消長

ウイルス混合血を吸血させたヤマダシマカ，ヒトスジシ

マカを飼育かごに移し．砂糖水を与え飼育し，飼育2，4，

6，8，10，18，28日目に5個体ずつ採取した。それぞれ

の個休を頑胸部と腹部に分けて1個体当たり0．5mgのMEM

を加えて乳剤を作り，3000rpmで10分間遠心して得た上

燈を試験管にシート培毒したVero細胞に接種し．CPE

（細胞変性効果）を指榛としてウイルスを検出した。

実験2　蚊の吸血間隔

マウスから飽血吸血させたヤマダシマカ及びヒトスジシ

マカを，20cm立方のケージに入れて飼育した。その後毎日，

午後4時から5時までの1時間金網で輔定したマウスをケー

ジに入れ，吸血した個休を記録した。ヒトスジシマカでは

飽血個体の他に，未飽血個体についても同様に調べた。

実験3　媒介試験用ネットケージにおける吸血率試験

4m四方の部屋の中に，2．5m四方で高さ1．6mの蚊帳様

ネットケージを設置した。この中に黒毛和種の子牛を係留

し，1日間水だけ与えておいたヒトスジシマカ174個体を

放した。1時間後にケージ内の牛体上，床面，ネット側面

に止まっていた蚊を捕集し吸血の有無を調べた。

3　試験結果及び考察

本ウイルスと吸血昆虫の親和性を検討した研究は少ない

が，ヤプカ類の1種であるヒトスジシマカの株化細胞にお

いて本ウイルスが細胞変性を起こさずに接種後1，2日後

に爆発的に増殖することは明らかにされている■）。このた

め本試験では供試昆虫としてヤプカ類を用いた。

蚊によるウイルス媒介は，蚊がウイルス感染家畜から吸

血した時にウイルスを取り込んだあと，次の吸血を非感染

牛から行うときにウイルスを胸部の唾液腺から唾液と共に

牛体内に送り込むことで成立する。このため蚊の再吸血時

に唾液腺にウイルスが存在しているか否かが，媒介能を評

価するうえで重要となる。

蚊休内におけるウイルス保持能については，ヒトスジシ

マカの吸血後2日日の頑胸部よりウイルスが検出されたが．

ヤマダシマカでは腹部のみで4日目までの個体でウイルス

が検出された（表1）。この点からはウイルスが腹部での

み検出されなかったヤマダシマカより唾液腺を含む頑胸部

からウイルスが検出されたヒトスジシマカで媒介能を有す

る可能性は高いと考えられた。

蚊の吸血間隔実験では，飽血蚊の再吸血は，ヤマダシマ

カとヒトスジシマカにおいて，それぞれ個体の73％，56％

が飽血後4日目までに行われた（図1）。特に，ヒトスジ

シマカの未飽血個体では約80％の個体で2日以内に再吸血

した（図2）。ヒトスジシマカでは再吸血が行われる2日

間はウイルスは胸部で保持されることが明らかになったこ

とから，この種の未飽血個体ではウイルスを保持したまま
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衰1　ヤプカ2種の体内におけるウイルス消長

ウイルス混合血吸血後の日数　吸血前　　　2　　　　4　　　　6 10　　　　18　　　　28

ヒトスジシマカ　　頑胸部　　0／4

腹　部　　0／4
ヤマダシマカ　　頑胸部　　0／4

腹　部　　0／4
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注．＊：ウイルス検出検体数／供試検休数（5個体をプールし4等分Ll検体とする）

％
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
0

0
　
　
　
8
　
　
　
6
　
　
　
4
　
　
　
2

累
積
吸
血
個
体
宰

0　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8

飽血後日数

図1　飽血ヤプカ頬が再吸血するまでの期間
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図2　未飽血ヒトスジシマカが再吸血するまでの期間

表2　試験ネットケージにおけるヒトスジシマカの吸
血率

回収箇所　牛体上　床　上　寒冷紗緬　合計　率（％）
吸血個体数　　2　　　56　　　83　　141　（81．0）
非吸血個体数　　3　　　1　　　6　　10　（5．8）
小　計　　　　5　　　57　　　89　　151　（86．8）

注．＊：放飼個体数に対する捕珪個体数の100分率

再吸血を行う可能性が示された。吸血昆虫は．家畜による

頻繁な忌避行動をうけるため吸血を中断されることが多

く5），野外においても未飽血の個体が再び吸血する可能性

は十分考えられる。

媒介試験用ネットケージでは，ヒトスジシマカの放飼個

体の86．8％が回収でき∴放飼個休のうち81．0％，回収個体

のうち93％の個体が吸血していた（表2）。再吸血時にウ

イルスを体内に保持するだけでは媒介昆虫として特定はで

きず，媒介性を有する昆虫と対象動物を用いた媒介試験に

よる実証が必要で，その際，供試蚊が供試感染家畜から高

率で吸血することが不可欠である。人為的環境だと昆虫の

吸血活動が低下する可能性が考えられるが，試作したネッ

トケージでは，回収個体の大部分が吸血した。今回試作し

たネットケージが，本種のウイルスを媒介能の実証試験に

は有用であると考えられた。

4　ま　と　め

アカバネウイルスのヤプカ現による媒介性を明らかにす

るため．ウイルス保持能及び吸血生態を明らかにするとと

もに，媒介試験用のネットケージを試作し，その有用性を

調べた。ウイルス混合血を吸血して2日後のヒトスジシマ

カではその頑胸部でウイルスが検出されたが，ヤマダシマ

カでは腹部でのみ検出された。ヒトスジシマカの未飽血個

休では吸血後2日以内に再吸血し，ウイルス保持期間内に

殆どの個体が再吸血することが示唆された。蚊帳状の媒介

試験用の試作ネットケージではヒトスジシマカは放飼時の

81％の個体が供試子牛から吸血し，このケージが媒介試験

に利用可能であると考えられた。
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